
Product Brochure

TestDeck
MX710000A

TM



煩雑・複雑なテストに、
効率とコストメリットをもたらす
Webサービス

Managers

Project members
Directors

Test equipments

試験の効率化と
コスト低減を実現

TM

2   



煩雑・複雑なテストに、
効率とコストメリットをもたらす
Webサービス

Managers

Project members
Directors

Test equipments

試験の効率化と
コスト低減を実現

TM

   3



試験結果の資産化で
開発効率向上

試験結果レポートを
簡単に作成・共有

試験作業効率化で
測定作業をスリムに

試験設備を
リモートで共有

設備使用状況監視で
計画・進捗見える化

Test Planning and 
Progress Monitoring

Test
Report

Cumulative Result
Visualization

Advanced
option

Test
Setup

Test Planの試験結果をレポート
に一括変換。試験データのサマリ
に係る手間を削減。

これまで見過ごされてきた「試験
結果」を累積・可視化。データ資
産として設計の改善、評価・レポー
トの質向上に活用。

関連ページ：P9 関連ページ：P10

R&D、Conformance、
Regulatoryで効率化に求める要
求は異なります。各試験に向けた
Advanced optionを提供するこ
とで、かゆいところに手が届く試験
環境を提供。

関連ページ：P11

設備の空き時間の確認と実行予
約、および試験進捗をリモートで
確認。試験待ち時間を有効活用。

関連ページ：P8

複雑な試験規定を参照した試験
条件選定、パラメータ設定の煩雑
な作業、および人為的ミスを低減。
作業オーバーヘッドを最小化。

関連ページ：P8

メリットは多種多様 ─ リモートによる試験設備の    有効利用から、グローバル規模のテスト最適化まで。

Subscription Service

ニーズに応じて柔軟なサービスを選択

基本機能となるBasicサービスと、より高機能を提供する
Advancedオプションを用意しています。お客様のご要望に
応じたオプションの選択が可能です。
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TestDeck

TestDeckとは？
製品説明

試験結果分析サービス（Test Vision）と自動実行（Test Hub）を統合、試験効率化を実現するwebサービス

Anritsu Support

Efficient Test
Workflow 

Test Conditions

Test Results

System Status

測定器の
稼働状況監視 自動実行アシスト 試験結果グラフ化

試験傾向可視化

• Test Management
• Result analysis

SSMRTDME7873 ME7834

And More …

Test Engineer

Laboratory

CheckCheck

Report

モバイル技術の成熟と共に高機能化するモバイル端末は、日常生活に必須のデバイスとなっています。その利便性は、数多くの機能試験と複
雑な試験条件の組み合わせによる膨大な性能評価を経て、無線基地局との通信品質として担保されます。
これらの試験は、製品開発時だけでなく、市場投入後のソフトウェアアップデート時にも実施されるため、繰り返し実施される類似試験の準
備・実行時間の削減、積み重なる試験結果の管理が開発現場での課題となっています。

TestDeckは、測定器が保有・蓄積する試験情報と結果を開発資産として扱い、開発効率化に寄与するウェブベースのアプリケーションです。

基本機能紹介

<Test Utilization>
ライセンスやシステム資産の利用状況を可視
化し、拠点全体でテストプロセスを最適化し、
コスト効率を高めます。

<Test Hub>
複数のユーザーで複数のシステムを共有しな
がら、テスト実行を予約、結果の確認ができ
ます。

<Test Vision>
被測定端末のモデル、ソフトウェアバージョ
ンごとの試験項目・結果を累積し、不具合等
の発生傾向を可視化。より効率的なデバッグ
を実現します。
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TestDeck

TestDeckとは？
TestDeckによる試験作業手順

 

Fix Test PlanFix Test Plan

Submit ReportSubmit Report

Execute TestsExecute Tests

Testing Workflows
EngineerEngineer

Data Analysis Platform

Testing Hub

Test Plan Auto Generator

Central Result 
Management 

• Feedback to next test plan

• Test history accumulation
• Big Data management
• Terminology alignment

• Report to

• “Test Plan*” creation based on Test 
   requirement and/or DUT specification

• Automated “Test Plan*“ Loading and 
  Execution
• Test progress monitoring 

• Result report assist
• Test log downloading

* Test Plan = Test Case List + Parameter set

* Test Plan = Test Case List + Parameter set

Test Plan 

DUT specification 
Test requirement
DUT specification 
Test requirement

端末の実装仕様、規格試験の情報、測定設備の対応試験情報を基に、目的のTest Caseの選択手順、Test Sequence作成を簡素化します。
担当者に依存する作業量を減らすことで、人為的ミス、発生しやすいトラブルを回避し、試験作業全体のパフォーマンス向上に貢献します。

また、過去の試験結果も含めてDashboardで管理することでPass/Fail傾向を把握しやすくなります。これまで、振り返ることが少なかった
試験傾向の情報を、次回ソフトウェアアップグレード、次機種開発の試験計画に活かす情報資産として活用できます。

TestDeckでは、Project単位で試験設定を管理します。Projectは複数のTest Planで構成され、Test Planごとに試験進捗を管理できます。

Test Case
Test Case
Test Case

Test Parameter

Test Case
Test Case
Test Case

Test Parameter

  ―
  ―
  ―
  ―

Project

Test Plan

Test Sequence

Test Plan

Test Sequence
Reserve Test Plan as JobReserve Test Plan as Job

Job

用語 意味
Project Test Plan、利用システム、UEの情報をまとめたもの。プロジェクトはフォルダのように作成可能です。

Test Plan 1つのTest Sequenceと1つのTest Parameterの組み合わせ。1つのProject内で複数作成可能です。
TestDeckによるテスト実行と進捗管理は、Test Plan単位で行われます。

Test Sequence 実行するTest Caseをまとめたもの。Test Caseの実行順序を管理します。
Test Case 各測定機器によって実行されるテストの最小単位です。
Test Parameter テスト実行の際に指定される、測定機器の種類に依存するパラメータをまとめたものです。
Job 任意のシステムに対してテストの実行や設定が予約された、Test Planの実行単位を指します。



8   

TestDeck

ユースケース：Test Setup

3GPPで定義された膨大な数の試験仕様から、被評価端末で必要な試
験項目を選定することは、規格・端末の実装仕様・測定設備の知識
が必要になります。

TestDeckでは、測定設備が提供するTest Package、Test Caseの情
報から、被試験端末に必要な試験項目を選択しやすいGUIを提供し
ます。
試験項目に合わせたパラメータセットと組み合わせて、Regression
試験効率化も可能になります。

ユースケース：Test Planning and Progress Monitoring

膨大な試験項目を実施する認証試験では、試験完了に数時間から数
日かかることが多く、試験担当者は試験設備の前で業務を行うこと
が多くなります。

TestDeckでは作成したTest Planの実行予約と進捗管理を、ウェブ
ブラウザ上で実施可能です。必要最低限の作業を測定設備の前で行
うことで、時間効率を向上します。

Test
Setup

Test Planning and 
Progress monitoring

試験設備をリモートで共有

設備使用状況監視で計画・進捗見える化
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TestDeck

ユースケース：Test Report

JobごとのPass/Fail一覧をFail理由と共に表示することで、各試験の
結果ファイル、ログファイルを確認する手間を削減します。
また、過去に実施した同Jobの結果と比較することも容易です。

試験結果一覧はレポートとして出力可能です。日常の報告業務の効
率化に貢献します。出力フォーマットは、業務利用の多いpdf、html、
csvに対応しています。

Test
Report

試験結果レポートを簡単に作成・共有
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TestDeck

ユースケース：Cumulative Result Visualization

試験結果を累積することで、重点試験項目・優先検証項目の抽出、
過去からの傾向と直近の試験傾向の差分把握が可能となります。

これらにより、懸念される試験項目を早期に確認することで、後工程
での手戻りリスク低減をします。

Cumulative Result
Visualization

試験結果の資産化で開発効率向上
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TestDeck

Advanced Option

Comprehensive Test Automation
3GPP規格は3ヶ月に1度の更新があり、Validation Statusも日々更
新されているため、最新の試験設定を手作業で構築する手間と時間
はモバイル端末の開発部門にとって開発時間を圧迫する一因となっ
ています。

Comprehensive Test Automationでは、試験規格（GCF、PTCRB）
のValidation Statusから、試験設備が対応しているTest Caseをリ
スト化し、当該試験項目を簡単にTest Sequenceに設定する機能を、
ME7834（PCT）、ME7873（RFCT）向けに提供します。
本機能により、試験設定更新時間を短縮できるだけでなく、Test 
Case選択・パラメータ設定の人為的ミスを減らすことで開発効率
化に貢献します。

Advanced
option

試験作業効率化で測定作業をスリムに



https://www.anritsu.com

お見積り、ご注文、修理などは、下記までお問い合わせください。
記載事項は、おことわりなしに変更することがあります。

ご使用の前に取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

■カタログのご請求、価格・納期のお問い合わせは、下記または営業担当までお問い合わせください。
通信計測営業本部 第1営業推進部
　　 TEL: 0120-133-099（046-296-1208） FAX︓046-296-1248
　　 受付時間／9︓00～12︓00、13︓00～17︓00、月～金曜日（当社休業日を除く）
E-mail︓SJPost@zy.anritsu.co.jp
■計測器の使用方法 ､ その他については、下記までお問い合わせください。
計測サポートセンター
　　 TEL: 0120-827-221（046-296-6640）
　　 受付時間／9︓00～12︓00、13︓00～17︓00、月～金曜日（当社休業日を除く）
E-mail: MDVPOST@anritsu.com

■ 本製品を国外に持ち出すときは、外国為替および外国貿易法の規定により、日本国政府の輸出許可または役務取引許可が必要となる場合があります。 
また、米国の輸出管理規則により、日本からの再輸出には米国商務省の許可が必要となる場合がありますので、必ず弊社の営業担当までご連絡ください。

本社 〒243-8555 神奈川県厚木市恩名5-1-1 TEL 046-223-1111
厚木 〒243-0016 神奈川県厚木市田村町8-5 

　通信計測営業本部 TEL 046-296-1244 FAX 046-296-1239
　通信計測営業本部 第1営業推進部 TEL 046-296-1208 FAX 046-296-1248

仙台 〒980-6015 宮城県仙台市青葉区中央4-6-1　ＳＳ３０
　通信計測営業本部 TEL 022-266-6134 FAX 022-266-1529

名古屋〒450-0003 愛知県名古屋市中村区名駅南2-14-19　住友生命名古屋ビル
　通信計測営業本部 TEL 052-582-7283 FAX 052-569-1485

大阪 〒564-0063 大阪府吹田市江坂町1-23-101　大同生命江坂ビル
　通信計測営業本部 TEL 06-6338-2800 FAX 06-6338-8118

福岡 〒812-0004 福岡県福岡市博多区榎田1-8-28　ツインスクェア
　通信計測営業本部 TEL 092-471-7656 FAX 092-471-7699

2511
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